
REPORTREPORTREPORTREPORT
01

Yamagata West Rotary Club 2025-2026

January 2026

国際ロータリー第2800地区　山形西ロータリークラブMonthlyMonthlyMonthlyMonthly

2025-2026年度 ：会長_五十嵐信 /
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/
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/
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第3074回例会

第3075回例会

「新年会」

「通常例会」



1月を振り返って

五十嵐信会長

武田秀和幹事

一月は職業奉仕月間。例会は、新年会とオッキー沖田さんによる卓話の二回でした。会長就任当初、私は

「ロータリーそのものを語ること」

「ロータリーの視点で現下の社会をどう見るかを共有すること」

そして、折に触れて私自身の歩みや思索を織り交ぜることを、挨拶の軸にしようと考えておりました。しかし実際には、伝えたいロータリーの

情報や背景があまりに多く、消化しきれぬまま時間が過ぎていく感覚を覚えることもしばしばです。けれども今月、ふと腑に落ちる言葉があり

ました。酒巻理事が繰り返しお話しされている

「寄付は、お金のある人がするのではなく、気持ちのある人がする」

という一言です。まさにその通りだと思います。私の役目は、寄付を促すことではなく、気持ちが自然に動くように、ロータリーが長年積み重

ねてきた「いいこと」を丁寧に伝えることなのだと、改めて気づかされました。ロータリー財団については、十年に一度ほどの周期で、クラブ

内から批判や再検討の声が上がってきた歴史があります。国際ロータリーと完全に歩調を合わせるのではなく、西クラブとして主体的に地域へ

貢献したいという思いが芽生えるのも、健全な問いの一つでしょう。

同様に、米山奨学会についても、さまざまな意見が存在します。確かに、制

度の運用において改善の余地を感じる場面もあります。しかしそれは、距

離を置く理由ではなく、より良い方向へ育てていく余地があるということ

でもあります。私は感情ではなく、できる限り冷静にデータを整理しなが

ら、会員一人ひとりが財団や米山を「自分たちのもの」として感じられる

よう、丁寧に伝え続けていきたいと考えています。一足飛びに変革はできま

せん。けれども、成熟したクラブである西クラブには、

物事をより良い方向へ動かしていく力が確かにあります。一歩ずつ、着実

に。その積み重ねこそが、職業奉仕月間にふさわしい姿勢なのかもしれま

せん。

＊ケベックとスコットランドの独立運動が頭によぎりませんでしたか？

・ロータリーレート：1月は156円です。

・ポールハリスフェローの表彰が小松公博会員、東海林健登会員、武

田秀和会員に届きました。

・連続出席の表彰が小松公博会員、市村清勝会員、武田岳彦会員に届

きました。

幹事報告

・第3074回例会
会長挨拶

・第3075回例会
会長挨拶

https://ywrc.jp/2804/
https://ywrc.jp/2787/


新年会

令和8年1月19日、四山楼にて新年会が盛大に開かれました。平服での参加に加えて着物や和服で訪れた方も多く、奥様同伴ということもあっ

て、会場はいつも以上にあたたかく華やいだ空気に包まれました。年男や喜寿・傘寿を迎えた会員が法被姿で鏡開きを行い、勢いよく木槌を振

るう姿に大きな拍手が寄せられ、新しい年の始まりを寿ぐ力強い景色となりました。振る舞われた地酒を手に、会員同士が笑顔で語り合い、和

やかな時間がゆっくりと流れました。

さらに、色鮮やかな振袖をまとった舞妓が金屏風の前で優美な舞を披露し、会場は一段と華やぎに満ちました。そのたおやかな所作に温かい拍

手が響き、笑いと歓声が絶えないひとときとなりました。伝統と親しみが心地よく溶け合った、山形西ロータリークラブらしい新春の宴となり

ました。

五十嵐
信
会長

新年会の様子





「地域社会におけるプロレスを通じた社会貢献活動」　栃木プロレス・MARIGOLDリングアナウンサー　オッキー沖田氏

「栃木を元気にしたい」という強い思いから団体を発足させたオッキー沖田氏を講師にお迎えし、その歩みや活動への思いを伺いました。沖田

氏が取り組むチャリティプロレスは、子どもたちへの“いじめを許さない心”と“立ち上がる強さ”を伝える場として続けられており、誰もが参加し

やすい形で地域へ元気を届けています。また、地域のごみ拾いやボランティア活動を通じ、プロレス以外の面でも人の役に立つ姿勢を示し続け

ています。この活動が始まった背景には、ZERO1の大谷晋二郎選手との出会いがあり、“一生懸命な人はいじめをしない”という熱い理念に共感

したことが大きな支えになっています。プロレスを通じて社会をより良くしたいという思いが、多くの地域に広がっていることが語られまし

た。

講師卓話

クラブ会報アーカイブは
こちらのQRコードからご覧ください

山形西ロータリークラブ事務局

山形市十日町１丁目１−２６　歌懸稲荷神社２F

info-ywest@ywrc.jp
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